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文献紹介

関連雑誌の特集

医学図書館。２００４；５１(4)

特集：患者図書サービス

・総説患者への医学情報の提供

・欧米における患者への医学情報サービス

・総合病院における患者。ご家族への医療慌

報提供サービスの一事例

・患者情報室で生きた情報を提供

・東京都立中央図書館における「医療情報

サービス」

・病院図書室研究会における患者図書サービ

スー「患者医療図書サービスマニュアル」

の作成経緯と今後の取組み

・日本病院患者図書館協会

・全国患者図書サービス連絡会

・医学の基礎知識修得から文献検索まで、利

用者の状況に応じた幅広い援助を１

．患者の求める医学情報と患者の発信する医

学情報

｡図書館員が突然入院して

医学図書館．２００５；５２(1)

特集：情報リテラシーサービス

°大学図替館員のためのオリエンテーション

技法

・情報検索マニュアル作成を軸とした情報リ

テラシー教育の展開とオープンソースの試み

・近畿大学中央図書館における利用者サービ

スと図杏館利川ガイダンス

。京都大学医学図沓館における’Ni報リテラ

シー教育への取り組み

・慶腰義塾大学信挫町メディアセンターにお

ける情報リテラシー教育事例

・横浜市立大学医学情報センターにおける利

川者教育

－５６－

°臨床医学論文執筆に必要な情報リテラシー

薬学図書館．２００５；４９(4)

僻集：第211,1医学情報サービス研究大会

ｏＥＢＭ情報源における緊急医療情報への対応

・クリエイティブ・コモンズによる「自由に

共有できるコンテンツ」とオープンアクセ

ス

｡学術‘情報流通の新しいトレンド：オープン

アクセスの現状について

薬学図書館．２００５；５０(1)

特集：平成１６年度日本薬学図書館協議会研究

集会

。Ｉ生活習慣病』からあなたを守る栄養学

oe-Leamingを使った薬学教育

・インターネットとセキュリティ

｡三重大学附属図祥館における情報リテラ

シー教育支援

ほすぴたるらいぶらりあん．２００４；２９(4)

緋集：はじめの一歩私はこうしています－

基礎的な図替館貝の仕事１

．初めて病院間:iII:館に勤めて

。分類の変更

･院内への広報活動

・利川者教育一宥護師への文献検索講習会を

開催して

。廃棄・除締

・地域ネットワーク幡動一福島県医療機関図

：i1ド室協議会

｡,似淵部H:室「ひまわり図秤室一医学傭報ブ

ラザ」開設にあたって

・利川洲査・利川統計



ほすぴたるらいぶらりあん。２００４；３０（１）

特集：病院図書室研究会2004年度第２回研修

会

・医療コーディネーターと病院図書室一患者

と医療者共有の情報センターとして期待す

るもの

・インターネット上の医療情報の信頼性

°病院図書室「現行医学雑誌所在目録」にお

ける購読数の傾向

・臨床研修に向けた病院図書室の取組み

看護と'情報．２００５；１２

特集：滑護情報ネットワーク

｡札|晩医科大学附屈図書館における地域医療

支援サービスの腿開

・島根県医療関係機関等図普館（室）懇談会

利用者教育

大学図番館員のためのオリエンテーション技

法:印象付けを重視した構成･演出の改善の試み

仁上幸治

医学図書館．２００５；５２(1)：15-24．

オリエンテーションの教育効果を高めるため

の、構成と演出の方法にスポットをあてて詳し

く解説している。

情報源ア・ラ・力・ル・卜(4)情報リテラシー

教育を実践するための情報源

江上敏哲

専門図書館．２００４；２０９：29-34．

図書館の情報リテラシーに関するWeb上の

資料を集めたリンク集。おのおののサイトに解

説がついており、現場での利用教育活動に役立

つ。

－５７－

病院図書館２００５；２５(１．２）

文献紹介

の歩みと大学図書館の役割

･ライフサイエンス・ライブラリアンズちぱ

（LLC）の設立と今後

日赤図書館雑誌。２００４；１１

特集：ハイブリッド病院図書館に向けて一担

当者に必要な知識と技術一

．小規模図書館における電子ジャーナルの必

要性と選択

・院内ＬＡＮを活用しての情報発信

・インパクトファクターって何？－雑誌の被

引用率からわかること、わからないこと－

．ＥＢＭ関連のデータベース

。医学図書館の蔵書構築

・PubMedLinkOut-病院図書室として参加

して－

電子ジ ヤーナル

PubMedLinkOut-病院図書室として参加し

て－

和気たか子

日赤図書館雑誌．２００４；１１(1)：25-8．

PubMedLinkOutとはＰｕｂＭｅｄの検索結果か

ら所属機関で利用できる電子ジャーナルへ直接

リンクさせる機能のことで、病院図書室が自力

で設定した事例。

SISTO2（補遺）電子文献参照の書き方

大沼哲也

図書館雑誌．２００５；９９(2)：９０－１．

電子文献を参照することが増えてきている

が、その場合の参考文献の書き方について指定

のある投稿規程は未だ少ない。バンクーバース

タイルでもＷｅｂサイトについての記述はな



病院図書館２００５；２５(1.2）

文献紹介

かつたかと思う。ＳＩＳＴはひとつの指針になる

ので見ておきたい。

その他

インパクトファクターって何？一雑誌の被引用

率からわかること、わからないこと－

安田多香子

日赤図書館雑誌．２００４；１１(1)：13-6．

インパクトファクターについて簡潔に解説さ

れている。

分類の変更

佐藤千春

ほすぴたるらいぶらりあん．２００４；２９(4)：

229-33．

独自の分類からＮＬＭＣへ分類を変更した事

例。

院内への広報活動

山岸里子

ほすぴたるらいぶらりあん．２００４；２９(4)：

234-9．

病院図書館の広報活動について、利用案内、

新着資料のお知らせ、図書室だより、掲示板を

実践しており、それぞれにつけられたコメント

および写真は参考になる。

廃棄・除籍

松田明子

ほすぴたるらいぶらりあん．２００４；２９(4)：

247-50．

廃棄・除籍に関する実務を解説。除籍の基準

から、原簿の処理や消印の押し方等の手順まで

細かく記されている。

－５８－

これは危機ではない？一困った利用者よりずっ

と困った問題群一

仁上幸治

図書館雑誌．２００４；９８(１１)：838-41．

図書館で起こる困った問題を対話式に而白〈

表現している。貸出と返却では主語がずれてお

り、公共図書館では「借りるところ」「返すと

ころ｣、英語は「checkout」「return」で利用者

が主語になっているなど何度も目からウロコが

落ちる。

図審館用語の表現に関する研究一三つの用語事

典の見出し語表記に対する考察一

小田光宏

図書館学．２００５；８６：35-43．

「曝書」が蔵書点検の意味になっているなど

図書館にも独特の用法がある。ここでは図書館

用語事典の比較により、図書館用語の問題点を

うかびあがらせる。

｢EBM」を書名に含む国内臨床医学書の分析と

評価

諏訪部直子

医学図書館．２００４；５１：363-7．

「EBM」が書名に入った医学害はよく目にす

るが、それらの傾向を把握・分析している。惹

句としての「EBM」の現状。

■文献の入手は､所蔵館へお申し込みください。

■「情報の科学と技術」は協議会で購読してい

ます。

■興味ある文献を分かちあいましょう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。
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